




























































































































の 紹 介 が 行 わ れ て い た 。





























金 沢 の 高





薬 学 教 育 の ス タ ー ト で あ っ た 。
翌年に学科名が改まり薬学科となっ
こ れ が 当 に




な っ て 第 四 高 等 学 校 附 属 病 院 の 患 者 数 が 増 加 し た 。
先に明治四年のスロイスの究理学講義
から、
電 磁 気 学 が 金 沢 で 初
め て 講 義 が 行 わ れ た
事を記した。
そ し て 明 治 十 一
年 二 月 に は 、
文部
省は米国・ボストンのリッチー社より百十点の教育用物理学実験器具 よ り な る 一 セ ッ ト を 輸 入 し て 、
全国の公立師範学校あてに支給し
て 、
物 理 学 教 育 の 振 興 を 図 っ た 。
従来、
この事柄は文部省史料に記
載 さ れ て い る こ と は 知 ら れ て い た が 、
実験器具の現物の存在につい
て は 不 詳 で あ っ た 。
平成十七年刊行の「金沢大学資料館目録3、
石 川 県 専 門 学 校 物 理
機 器 図 録 、
明 治 十 年 代 の
物理学教育と文部省
交 付 物 理 機 器 」 に 、
初































啓 明 学 校 、
中学師範学校、
石川県専門学校、













文 化 財 セ ン タ ー に
よ り 発 掘 調 査 さ れ た 。
そ の 結 果 、
文化庁により塩硝蔵跡は「国指定
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啓 明 学 校 を 金 沢 • 仙 石
町 に 開 校 し た 。
続いて明治十年一月に石川県中
学 師 範 学 校 に 校 名 を
改め、
さらに明治十四年九月に石川県専門学





































従 来 の 金 沢






































添 付 し た 。 こ れ は 筆 者 が か つ て 虫 を 追 う 青 年 で あ り 、
レ ー ゼ ル に 偶
然に出会う機会に恵まれたことに由来している。
